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感謝の一日 

 

「親子登下校の日をつくりたい。」 

昨年度の１２月にＰＴＡ本部役員会でお願

いしてから、ようやくこの日を迎えました。 

「本当にこの距離を歩くんですか？」という声

があったと思います。 

「雨が降ったらどうしよう？」 

「夏日だったらどうしよう？」 

「大勢が参加する懇談会場はどうしよう？」 

「本当に親さんは歩いてくださるだろうか？」 

初めての試みなので学校でも色んなことを

想定して計画・準備しました。 

  

そして、迎えた当日の朝、雲一つない晴天を

見てほっとしました。学校ではじっとしていら

れず、川小牧方面の分団を迎えに出かけまし

た。中橋に差し掛かると、遠くから大平賀の分

団が歩いてくるのが見えました。親さんもちゃ

んと歩いてくださっているのを見てほっとし

ました。教頭先生も心配して登校の様子を見に

行ってくれました。撮ってもらった写真は、どれも親子のすてきな光景でした。 



この日を迎えるために、ＰＴＡ本部役員の方

には４月当初より連日、計画・準備をしてい

ただきました。例年より大勢の方の参加を想

定して２４０席のいすを準備しました。とこ

ろがそれでは足りず、さらに追加した次第で

す。ＰＴＡ会員数は２４７ですが委任状の数

を考えると十分なはずでした。それでも足り

なかったのはご夫婦、ご家族での参加があっ

たからです。とてもありがたい話です。 

その後の授業参観では、大勢の保護者に囲ま

れながらも、子どもたちは生き生きと活躍し

ていました。 

さらには、学年懇談会にも大勢の保護者の

方に参加していただきました。 

２年生では、家庭で取り組む算数 Webラーニ

ングについて説明していました。「今、子ど

もたちの中に“時こくと時間”の学習でつま

ずいている子がいます。算数 Web ラーニング

がお勧めです。」という担任の説明に従い、

親さんは手持ちのスマホで操作方法を学んで

みえました。 

４年生では、家庭学習の大切さを親さんに

説明していました。毎日の積み重ねで、確実

に計算・漢字の力は付きます。これは、担任

がこれまで指導してきた経験から実証済みで

す。しかし、そのためには保護者の方の協力

が必要です。家庭と学校が共に手を取り、子

どもに家庭学習の習慣を身に付けさせるチャ

ンスとしたいです。 

５年生では、算数少人数指導について説明していました。本校の５．６年生算数では、

本人の希望とプレテストを基に、習熟度別に分かれて授業を行う単元を設けています。

決して、できないことが恥ずかしいのではありません。できないことをそのままにして

おくことこそ、恥ずかしいのだと考えます。これからも、その子の持つ可能性を最大限

に伸ばすことのできる授業形態を大切にして

いきます。 

そして６年生では、４月の６年生の活躍を

映像や写真で紹介していました。右の写真は

担任の話を聞く親さんを写した一枚です。わ

が子の活躍を食い入るように見つめたり、最

高学年としての責任ある姿を誇らしそうに聞

いたりしてみえる姿が印象的でした。 

 

いずれにせよ、感謝、感謝の一日です。帰りの道中は暑かったと思います。ご無理を

言った一日でしたが、ご協力、本当にありがとうございました。 


